
崇城大学IoT・AIセンター
事業概要

崇城大学IoT・AIセンター長

星合隆成



目次

１．イノベーションハブ構築に向けての取り組み

２．オープニングセレモニーの概要

３．IoT・AIシステムの開発状況

４．予算の執行状況

５．次年度計画



１．イノベーションハブ構築に向けての取り組み



イノベーションハブ基本構想

崇城大学
IoT・AIセンター

蔦屋書店熊本三年坂 群馬県庁

早稲田大学

熊本市役所

包括連携協定

包括連携協定

未来情報
コース

熊本のイノベーションの拠点に

人材・教材・教育プログラムの交流

一般社団法人
SCBラボ

【崇城大学IoT・AIセンターの基本理念】
熊本のイノベーションハブ（イノベーション拠点）として地域創生に寄与すること

学生の学びの場
研究の場

(別紙１）

課題解決型講義

ソフトバンク社会福祉事業団
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学生の学びの場
研究の場

(別紙１）

課題解決型講義

ソフトバンク社会福祉事業団

早稲田大学との包括連携
囲碁を通じた福祉分野のイ

ノベーション
人材を育成

熊本市北区役所崇城大学連携
地域改革プロジェクトチーム



イノベーションハブ基本構想

崇城大学
IoT・AIセンター

蔦屋書店熊本三年坂 群馬県庁

早稲田大学

熊本市役所

包括連携協定

包括連携協定

未来情報
コース

熊本のイノベーションの拠点に

人材・教材・教育プログラムの交流

一般社団法人
SCBラボ

【崇城大学IoT・AIセンターの基本理念】
熊本のイノベーションハブ（イノベーション拠点）として地域創生に寄与すること

学生の学びの場
研究の場

(別紙１）

課題解決型講義

ソフトバンク社会福祉事業団



群馬県庁での基調講演「イノベーションハブ構想
について」 2021.3.3

総務省×群馬県庁



いま注目のDXとは？

▪デジタル トランスフォーメーション

▪ICTの活用を通じてビジネスモデルや組織を変革すること

▪ビジネススタイル、ライフスタイルの変革
DXで新たな価値観（イノベーション）の創出

DXで新薬の開発 DXで農業 DXで自動車開発 DXで食品開発



ICT分野との異分野融合イノベーション

ICT
分野

医療
分野

農業
分野

金融・
保険

分野

新結合

Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｑ

：Distributed Control（Ｐ２Ｐ）

：ＡＩ

：ＡＲ（拡張現実）

：量子コンピュータ

プログラミングの学び
プログラミング的思考
論理的思考



「蔦屋書店熊本三年坂」をハブとした「イノベーション創発」の取組み

①SCBラボが設立したイノベーション創発のための学びの場
②イノベーションを創発できる人材を育成
③イノベーション創発のための教育メソッド(SCBメソッド)を提供
④企業や地域のイノベーション活動を推進、サポート/地域連携・産官学連携
⑤イノベーション創発のための理論である「SCB理論」の普及

SCBイノベーションアカデミー講師による
書籍コーナーの開設と運営
【テーマ：イノベーション】
・イノベーションの基礎
・起業・新規ビジネス
・最先端ICT技術（IoT・AI・P2P）
・各分野のイノベーション

（医療・農業・観光・SDGs など）
・イノベーションを起こす組織

①初級コース/上級コース（4月～7月）（10月～1月）の2期
（週1回：土曜日午後または平日夜に開講）

②講師は崇城大学、東京都市大学、早稲田大学、ソフトバンク、
フューチャーセッションズ、FM桐生など

③2020年度前期は260の法人・個人が受講
④TSUTAYAから3名が参加

１．トークイベントの開催

北川正恭氏
元三重県知事

早稲田大学名誉教授
マニフェスト提唱者

TSUTAYA＆熊本西高校で同時展開

３. イノベーション書籍コーナー

書籍紹介
パネル展示

１．イノベーションのトークイベントを開催
２．トークイベントのテレビ・ラジオ番組収録, パネル展示
３．イノベーション書籍コーナーの開設
４．SCBイノベーションアカデミーの開催(人材育成)

星合隆成(工学博士) vs.   ゲスト
P2P・SCB提唱者
アカデミー校長
崇城大学教授

イノベーティブな活動を
行っている団体の代表

※ SCB理論・SCBメソッドを用いて、ゲストの先進的・先導的・進歩的
・革新的・社会的意義・チャレンジングな活動を分析・紹介

※ ゲストは半年先まで確定（イノベー
ティブな企業、団体、大学、高校な
どの代表者）

※ 第１回のゲスト

①J:COMレギュラー番組で放送
番組名「SCBイノベーションアカデミー」
放送枠「15分番組を月～金の1カ月間放送」

②収録番組をコミュニティFMで放送
③収録番組をYouTube配信
④収録番組を蔦屋書店熊本三年坂でパネル展示

２．テレビ・ラジオ番組の公開収録
番組紹介
パネル展示

SCBイノベーションアカデミーとは？

４. SCBイノベーションアカデミーの開催

SCBイノベーションアカデミーのプログラム

トークイベントをテレビ・ラジオ番組として公開収録

present
Dr.HOSHIAI

熊本校
福岡校
道の駅阿蘇校・坂本校
群馬県太田校(関学大)
群馬県前橋校（県庁）

TSUTAYA X SCBラボ X 崇城大学(別紙１）
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イノベーションハブ構築に向けて：４つのミッション

▪人材育成（学びの場の提供、教材の開発）

▪プロモーション

▪アクティビティ推進

▪産官学連携



人材育成：学びの場の提供（リモート講義）

オムロン、ヤマトグループ、 NECグループ、ソフトバンク、マイナビ、農林水産
省、 浜松市役所、熊本県、熊本市、早稲田大学マニフェスト研究所、福岡大学、
関東学園大学、ハーバード大学、ベルギーのデザイン事務所、道の駅阿蘇、熊本
市社会福祉事業団など国内外260の法人・個人が参加



人材育成：学びの場の提供（熊本県立熊本西高）

・イノベーション創発の授業
1学期～3学期の3回

・プログラミングの授業（使用教科書）
星合, 植村著「Python演習」, 森北出版

・崇城大学IoT・AIセンターでの体験実習
・熊本西高の図書室に「イノベーション」

コーナーを設置
・J:COM番組の制作「熊本西高校」



人材育成：学びの場の提供（ルーテル学院高）



人材育成：学びの場の提供（阿蘇中央高）



人材育成：学びの場の提供（昭和学院高）



人材育成：学びの場の提供
（マイナビインターンシップ高校生3000人）

佐藤浩章（大阪大学）
軽部 大（一橋大学）
河合亜矢子（学習院大学）
星合隆成（崇城大学）
木村めぐみ（一橋大学）
館野泰一（立教大学）



人材育成：学びの場の提供（熊本・福井の中学生）



人材育成：教材の開発（産経新聞コラム連載８回）

1)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（１）地域イノベーション, 産経新
聞, https://www.sankei.com/region/news/200417/rgn2004170018-n1.html, 
2020.4.17.

2)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（２）技術革新, 産経新聞, https:
//www.sankei.com/region/news/200424/rgn2004240007-n1.html, 2020.4.24.

3)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（３）P2Pの誕生（上）, 産経新聞, 
https://www.sankei.com/region/news/200501/rgn2005010019-n1.html, 2020.
5.1.

4)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（４）P2Pの誕生（下）, 産経新聞, 
https://www.sankei.com/region/news/200514/rgn2005140013-n1.html, 2020.
5.14.

5)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（５）P2Pサービス, 産経新聞, ht
tps://www.sankei.com/region/news/200522/rgn2005220006-n1.html, 2020.5.
22.

6)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（６）SCB理論（上）, 産経新聞, 
https://www.sankei.com/region/news/200529/rgn2005290029-n1.html, 2020.
5.29.

7)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地球を救う（７）SCB理論（下）, 産経新聞, 
https://www.sankei.com/region/news/200605/rgn2006050021-n1.html, 2020.
6.5.

8)星合隆成, イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う（８）SCBラボの取り組み, 産経新
聞, https://www.sankei.com/region/news/200612/rgn2006120026-n1.html, 20
20.6.12.

9)星合隆成, 人や組織, モノつなげ価値創出, 西日本新聞社説・オピニオン, https://www.nish
inippon.co.jp/item/n/607047/, 2020.5.10.



人材育成：教材の開発（西日本新聞社説オピニオン）



人材育成：教材の開発（J:COMレギュラー番組）



人材育成：教材の開発（FM桐生レギュラー番組）



人材育成：教材の開発（論文）

日本情報経営学会論文 崇城大学紀要(2021.3)

崇城大学におけるイノベーション創発・教育
の取り組みについて

少子高齢化，東京への一極集中，新型コロナウィルスの感染拡大
などが，地域経済や地域活性 化に深刻な影響を及ぼしている．
これらの解決に向けた地域創生の有効手段は，「地域にイノ
ベ ーションを創発する」ことである．本論文では①地域イノ
ベーション創発のための理論である SCB 理論の開発と普及活動
について，②地域イノベーション創発に向けての人材育成につい
て， ③地域イノベーション創発のためのアクティビティやプロ
ジェクトについて，④地域イノベーシ ョン創発のための産官学
連携について，の 4 つの観点から崇城大学の地域イノベーショ
ン創発に 関する取り組みを紹介する．



人材育成：教材の開発（著書）

高校生向けイノベーション教科書の作成
マイナビ

佐藤浩章（大阪大学）
軽部 大（一橋大学）
河合亜矢子（学習院大学）
星合隆成（崇城大学）
木村めぐみ（一橋大学）
館野泰一（立教大学）



人材育成：教材の開発（著書）

パパッとPython

工学博士 星合隆成
工学博士 植村 匠

森北出版

2021.3 森北出版



人材育成：教材の開発（著書）



人材育成：教材の開発（著書）

実教出版 高等学校教科書副読本

じっきょう商業資料96号

（2014年2月10日発行）



▪人材育成（学びの場の提供、教材の開発）

▪プロモーション

▪アクティビティ推進

▪産官学連携

イノベーションハブ構築に向けて：４つのミッション



プロモーション：記事掲載（90件）

イノベーション拠点に 蔦屋三年坂 教育・
人材輩出, 熊日新聞, 2020.11.17

熊本市社会福祉事業団と連携協定を締結, 
くまもと経済9月号, 2020.9

市社福事業団 崇城大学 SCBラボ 共生
社会構築へ連携, 熊日新聞, 2020.8.8

イノベーション創発 新たな価値観が地域を救う, 
産経新聞コラム連載①～⑧, 2020.4.17～
2020.6.12 

社説

「オピニオン」地域革新とP2P, 西日本新聞, 2020.5.10



プロモーション：記事掲載（90件）

「ICT活用し地⽅創生」 崇城大な
ど講座, 日経新聞, 2020.5.1

熊本の地域コミュニティ構築に向
け連携協定, くまもと経済2月号

地域イノベーションは新結合, 
ぐんま経済新聞, 2020.1.23

西日本新聞, 2020.1.20

既存資源結び地域活性化を 県庁でシンポ, 上毛新聞, 2020.1.15

ICT駆使 災害乗り切れ, 熊日新聞, 
2019.12.31

地域活性化へ県庁でシンポ 来月１４日, 上毛新聞, 2019.12.28 ICT活用講座 福岡、熊本市, 西日本新聞, 2020.1.18



プロモーション：記事掲載（90件）

熊本県立熊本西高と包括的連携協定, くまもと経済, 1月号 イノベーション人材育成で連
携, 熊日新聞, 2019.12.27

イノベーション人材育成へ熊本県・市・
崇城大が協定, 産経新聞, 2019.12.27

イノベーション人材育成⽬指す
崇城大・熊本西高などが包括的連
携協定, 産経新聞, 2019.12.14

イノベーション人材育成で連携, 熊日新聞, 2019.12.27
人を結ぶコンピューター理論 熊本・崇城大の
星合教授が研究, 産経新聞19面, 2019.11.6

新コース設立, くまもと経済, 2019.10月号



IoT・AIセンター, くまもと経済10月号, 
2020.10

オンライン公開講座－P2P提唱者がイノ
ベーションを起こすための科学的理論と
哲学を公開, SankeiBiz, 2020.9.29

熊本の未来を担う高校生へ イノベーション人材育成講
座を実施, J:COMレギュラー番組第2回SCBイノベー
ションアカデミー, 2020.9.1

IoT・AIセンターで最新の情報教育を実践, 読売新聞, 2020.7

熊本市社会福祉事業団との包括連携
協定を締結, J:COM「ジモト応援！
熊本つながるNews」, 2020.8.21

熊本の未来を担う高校生へ イ
ノベーション人材育成講座を実
施, J:COM「ジモト応援！熊本
つながるNews」, 2020.8.21

プロモーション：記事掲載（90件）

未来情報コースが開校, 朝日新聞, 20207.29 J:COMレギュラー番組「イノ
ベーション創発」, 2020.4.1



プロモーション：記事掲載（90件）

「新結合」イノベーションの萌
芽をつかむには？, 群馬テレビ, 
2020.1.14

子どもたちが避難誘導をプログ
ラミング, RKkテレビ(Yahoo
ニュース), 2019.12.29

イノベーション人材育成等にむけ
た包括協定, RKKテレビ(Yahoo
ニュース), 2019.12.26

R/LAB, FM桐生, 2019.10～ 地域コミュニティブランド～繋がりを科
学する～, エフエム熊本, 2019.1.28



▪人材育成（学びの場の提供、教材の開発）

▪プロモーション

▪アクティビティ推進

▪産官学連携

イノベーションハブ構築に向けて：４つのミッション



アクティビティ推進：総務省ICTクラブ(4回)



アクティビティ推進：電子情報通信学会
CS研究会／ CAS研究会



アクティビティ推進：入学前スクーリング



アクティビティ推進：包括連携協定調印式

蔦屋書店 熊本県立熊本西高校



アクティビティ推進：J:COM番組制作



アクティビティ推進：未来情報コースの講義
＆卒業研究



アクティビティ推進：共同研究

▪早稲田大学・総務省 Fed4プロジェクト

▪熊本市北区役所

▪熊本市社会福祉事業団



▪ソフトバンク

▪オムロン

▪マイナビ

▪熊本県庁

▪熊本市役所

▪電子情報通信学会

▪福祉団体

▪幼児教育団体

▪テレビ局関係者

アクティビティ推進：視察対応

▪福岡工業大学

▪肥後銀行



アクティビティ推進：
蔦屋書店にイノベーションコーナーを設置



総務省「地域ICTクラブ」地域実証事業を受託



▪人材育成（学びの場の提供、教材の開発）

▪プロモーション

▪アクティビティ推進

▪産官学連携

イノベーションハブ構築に向けて：４つのミッション



産官学連携：包括的連携協定（19団体）

①熊本朝日放送（KAB）
②エフエム熊本
③熊本ヴォルターズ
④Nasse(株)サンマーク
⑤J:COM九州
⑥熊本信用金庫
⑦(株)オーリック
⑧熊本県
⑨熊本市
⑩熊本日日新聞社
⑪The Company(株)ゼロテンパーク

⑫(株)マイナビ
⑬熊本県立熊本西高校
⑭早稲田大学総合研究機構
⑮熊本市社会福祉事業団
⑯熊本市北区役所
⑰蔦屋(ニューコワン株式会社)
⑱未来会議室
⑲熊本YMCA

⑧～⑲：2020年以降に締結
包括協定熊本県ほか6社協定 蔦屋書店三年坂との協定



２．オープニングセレモニーの概要



イノベーションハブオープニングセレモニー
▪崇城大学IoT・AIセンター ▪蔦屋書店熊本三年坂 ▪群馬県庁

・J:COMレギュラー番組
・コミュニティFM放送

世界初の地域活性化・イノベーション創発の理論である
地域コミュニティブランド（SCB理論）を用いた

イノベーションハブの設計・構築・評価

崇城大学・中山学長

熊本市・大西市長
崇城大学・星合教授

ニューコワン・塩原社長

群馬県庁
ジョブラボぐんま・宮坂代表

会場

早稲田大学
北川名誉教授

ステージイベント

▣SCB理論を用いたイノベーションハブ（拠点）の構築

第1部・基調講演(各10分)
イノベーション創発に向けた多様な取り組み

第2部・パネル討論(50分)
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～

崇城大学
IoT・AIセンター

蔦屋書店熊本三年坂

群馬県庁

早稲田大学

出演者

北川名誉教授
元三重県知事

中山学長

塩原社長

北川
名誉教授

大西市長

星合教授
SCB理論提唱者

宮坂代表

IoT・AIセンターが目指すイノベーション

新たな発想が地域を救う

熊本市イノベーションの取組 ジョブラボぐんまの取組

囲碁を通じた福祉分野のイノベーション

書店におけるイノベーションの取組 司会: 長船なお美

期日：2021年4月吉日
オンラインによるセレモニーを開催

▣3拠点の連携によるシナジー効果の発揮・産官学連携

群馬県庁

群馬県のイノベーション「熱源」の取組

記念囲碁対局
北川名誉教授 vs 星合志保(プロ棋士)

熊本のイノベーションハブ構想について

産経新聞
紙上対談

・包括協定締結記念
・未来情報コース開設記念



３．IoT・AIシステムの開発状況



システム開発：プレゼンテーションルーム



システム開発：ナビゲーションシステム



システム開発：PV/ナビ映像



システム開発：避難経路システム（簡易版）



システム開発：
宇宙空間プロジェクションマッピング



４．予算の執行状況



予算の執行状況



５．次年度計画





(一社)SCBラボ・崇城大学IoT・AIセンターのイノベーション創発に向けた取り組み

① イノベーション創発のための
理論であるSCB理論の普及
• 講演会300件
• 新聞雑誌掲載500件、産経新聞で8回連載
• 西日本新聞社説コラム
• 高校での授業（図1）7件

② 人材（イノベーター）の育成
• 教材の開発（図2） 「イノベーション創発」刊行予定

• 教育プログラムの開発
• 学びの場の構築（イノベーションアカデミー図3）

③ イノベーション推進・サポート
• アクティビティ/プロジェクト50件

④ 産官学連携の推進
• 包括連繋協定締結18団体（図4）

（熊本県・熊本市・早稲田大学・熊本日日新聞社・マ
イナビ・蔦屋熊本三年坂など）

⑤ 法人企業のコンサル・プロモーション
SCBメソッド(51項目)による企業分析（図5）, J:COMレギュラー番組（図6）

⑥ 子ども・初心者向けプログラミング教室（図7）

テキスト：はじめてのpython(森北出版)より出版

⑦ イノベーションハブの構築
（蔦屋書店熊本三年坂（図8）、

崇城大学IoT・AIセンター（図9） 、群馬県庁）

2020年12月6日

図2 出版された教材

図5 SCBメソッド
イノベーションチェックリスト

図9 崇城大学IoT・AIセンター図8 蔦屋書店イノベーションハブ

図1 ルーテル高校
イノベーション授業

図3 SCBイノベーション
アカデミー熊本校、他5校

図4 包括協定 熊本県ほか6社協定 蔦屋書店三年坂との協定

図6 J:COMレギュラー番組

図7 子どもプログラミング教室
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キャンパススタジオ/SCB放送局
情報学部棟

2014年～



星合隆成（工学博士・P2P提唱者）

(一社)SCBラボ所長・理事
ＳＣＢイノベーションアカデミー校長
早稲田大学招聘研究員

崇城大学情報学部教授
崇城大学ＩｏＴ・ＡＩセンター長
(一社)ジョブラボぐんま監事
コンセプトラボ株式会社取締役会長

元NTT未来ねっと研究所主幹研究員・参与（経営職）
元ベルコミュニケーション研究所招聘研究員（米国留学）
元群馬大学客員教授


